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研究成果の概要（和文）：本研究は、写真画像が持つ質感特徴を画像処理技術によって操作することで、その画
像の記憶特性にどのような変化が起こるかを解明することを目的としている。深層学習技術を用いて風景写真の
画像に対して絵画的質感を与えることで、風景絵画のような画像セットを作成した。その画像を用いた記憶実験
の結果、記憶された風景画を想起する際に、特定の絵画的スタイルの画像が回答されやすいという記憶バイアス
が存在することが見出された。記憶バイアスは短期記憶と長期記憶の両方で見られた。モデルを用いた分析か
ら、このような記憶バイアスは画像の色特徴を主な記憶手がかりにしていることによって生じている可能性が示
唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to elucidate how the texture of a photograph 
can be manipulated by image processing techniques to change the memory characteristics of that 
image. Using deep learning techniques, we created a set of images that resembled landscape paintings
 by adding a painterly texture to landscape photographs. Memory experiments using these images 
revealed the existence of a memory bias, in which images with a particular pictorial style are more 
likely to be selected when recalling the stored images. The memory bias was found in both short-term
 and long-term memory. Modeling analysis suggested that such memory bias can be caused by using the 
color features of the image as the primary memory cue.

研究分野： 認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は画像の記憶しやすさがどのような画像特徴に起因するかを検討したものである。現代社会は写真やイラ
ストなど、画像を用いた情報伝達やコミュニケーションがよく用いられている。このような活動が効果的である
には、目にした画像が簡単に忘れられてしまうことなく、人々の記憶に残ることが重要である。したがって、ど
のようにすれば画像の記憶しやすさを向上させることができるかを明らかにすることは、基礎的な記憶研究とし
ても、また応用場においても、重要性があると言える。本研究は画像の絵画的質感が画像の記憶しやすさに影響
することを検証した。この成果は記憶の心理学研究に貢献するとともに、画像工学的応用への示唆を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高度な視覚機能を持ち、また視覚の文化を発展させてきた人類にとって、画像というメディア

の持つ重要性は高い。情報の伝達や記録の媒体として、膨大な画像情報を人は日々の活動で利用
している。こうした活動を支える認知的な基盤に、人間は画像を記憶することが基本的に得意で
あるという特性がある。たとえば、実験課題中に数千枚の画像を一度ずつ見ただけでも、それら
のうち比較的多くは記憶に残り、再認されることが知られている。 
しかし、どのような画像でも等しく容易に記憶されるわけではない。画像の内容や特徴によっ

て、その画像の記憶されやすさ（記憶容易性）には差があることが近年の研究から明らかにされ
ている。たとえば、人物や目立つ物体などが写っている写真画像は記憶に残りやすい一方で、目
立つ特徴のない自然風景の画像は忘却されやすいことが報告されている。 
これまでの画像の記憶容易性の研究から、色や輝度といった低次の視覚特徴ではなく、画像の

中の物体や画像が持つ意味といった、高次の、主に意味的な特徴が、画像の記憶容易性の主な決
定因であることが示唆されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、画像の記憶容易性の問題に対して、質感という、画像が持つ中間的な特徴に着目し、

それが記憶にどう影響するかを検討することを目的とした。本研究が扱う質感は、筆致やカラー
スキームのような、絵画的な質感である。深層学習におけるスタイル転写の技術を用いることで、
写真画像を絵画風に変換することができる。たとえば、自然風景の写真に対してモネの印象派の
絵画が持つ質感を適用することで、印象派風の風景画の画像を生成することができる。 
絵画的質感は、色彩や筆致といった画像の低次特徴を複雑に組み合わせることで構成されてい

る。画像の低次特徴は記憶容易性に影響しないということが定説とされているが、質感のような、
より視覚的に複雑で、かつ人間にとって有意味であるような画像特徴は、記憶に影響する可能性
がある。しかし、これまでの研究では絵画的質感が記憶にどう影響するかについては検討されて
こなかった。 
そこで本研究は、絵画的質感が画像の記憶容易性にどのような影響を与えるか検討することを

目的とした。特に、記憶されやすい（あるいは記憶されにくい）質感とはどのようなものである
のかを明らかにすることを狙いとした。 
 
３．研究の方法 
Gatys et al. (2016)が提案したスタイル転写の技術を用いて、風景写真を絵画風の画像に変

換した。風景写真としては自然風景や屋内風景の写真を用いた。絵画的質感として、モネ、レン
ブラント、ブラック、カンディンスキーの絵画作品を用いた。この 4つを選択したのは、これら
の画風が絵画の歴史において最もよく互いに距離がある（作風に違いがある）ことが既存研究に
おいて示されているからである。この 4つの作品を用いることで、絵画的質感を可能な限り幅広
く検討できると考えた。写真画像は、モネ風の画像や、レンブラント風の画像に変換された。ま
た、2つの画風を様々な比率で混合して持つ画像も作成された。たとえば、モネの画風が 1割で
レンブラントの画風が 9割であるような、混合画風の画像が作成された。このようにして、複数
の画風を混合して持つ画像を様々な混合比率で作成することにより、ある画風から別の画風へ
と画風が連続的に変化していくような一連の画像シリーズが作成された。 
実験では短期記憶および長期記憶の課題を行なった。短期記憶課題においては、画像が呈示さ

れた直後にその画像の質感を調整法による再生課題によって回答させた。この調整法では、画像
シリーズの中から先ほど呈示された質感に最も近いと思うものを参加者に選択させた。長期記
憶の実験では、多量の画像をまとめて呈示したあと、調整法による再生課題を行わせた。 
 

４．研究成果 
短期記憶実験の結果、複数の画風が混合された画像に対して再認反応が増えやすいというバイ

アスが存在することが明らかとなった。この結果は画像の作成方法を変更した追試実験におい
ても再現された。反対に、長期記憶課題においては、複数の画風が混合された画像よりも単一の
画風を持つ画像に対して再認反応が増えやすいというバイアスが見出された。 
今回使用した画像セットの場合、再認の手がかりとして色彩特徴の寄与が大きいという観察に

基づき、色彩情報に基づく記憶課題遂行のモデルを作成し、結果のシミュレーションを行なった。
その結果、複数の画風が混合された画像に対して再認反応が増えやすいというバイアスが見出
された。この結果は、短期記憶課題における記憶バイアスは色彩特徴を再認手がかりとして用い
ることによって生じていたことを示唆する。 
実験では、参加者の個人特性として美術への興味や美術知識を質問紙によって測定していた。

しかし、これらの特性は記憶成績と強い関連を示さなかった。この結果は、画像の記憶容易性は
画像に内在する特性によって決定されるという現在の定説（Bainbridge, 2022）と一致する。 
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